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――「ワークライフバランス」を大切にする方は近年さらに増えています。皆
さん多趣味という印象ですが、仕事と趣味、どうやって両立してますか？

 浅見 　私は筋トレが趣味なんですけど、もともとは週４でジムに通いたいと
思っていました。でも実際やってみるとそれがきつくて。週３に変えたらム
リなく両立できました。仕事が忙しくて週２しか行けないってなったらちょ
っと辛いかな。こうやって無理のない範囲で自分の中のルールを変えてみる、
っていうのも趣味ですね。

 大林 　私は両立というより、割り切ってますね。平日は仕事、趣味は週末。ど
うせバイク乗るなら遠出したいし、仕事終わりにそれはちょっと無理だから。
けど仕事の内容で満足感がある時はやっぱりツーリングしてても気持ちいいし、
逆に月曜日の仕事が大変なのが分かっていると乗る気がしなくなったりはし
ますね。

 稲垣 　僕は両立なんてことあんまり考えたことないですね。上の子が最近
ドッジボールクラブに入団して、付き合ううちに自分も参加するようになっ
たんですね。でも平日は残業だともう練習時間に間に合わなかったり。あと
金曜の夜勤明けは辛い（笑）。考えてみると自分もどちらかっていうと大林さ
んと同じような意識ですね。仕事は仕事、割り切ってます。

 池田 　それでいくと僕はあんまり割り切れてないかも。仕事終わったらそ
のまま直行で遊びに行くなんていうのが多いですね。車仲間の溜まり場に、
ちょっと遅れてもいいから行って、夜12時ぐらいまで遊んで。次の日は眠た
いまま仕事、みたいなのを繰り返してました（笑）

 河野 　僕はキッパリ分ける派です。仕事終わりは家でまったりしてますけど、
休日はキャンプ行ったり釣り行ったり、登山行ったり。多趣味なんですよ。冬
ならスノボも行きますね。ちなみに通勤はこれまた趣味のバイクです。

――休日を楽しみすぎて月曜日が憂鬱になったりすること、あると思います。
そんな時みなさんはどうやって乗り切っていますか？

 浅見 　私は仕事、普通に好きなんで平気ですね。と
はいえ土日思いっきり遊んで明日から働くっていう
のは確かに切り替えが難しい。でも遊ぶためには働か
なきゃいけないし。休日とか趣味を楽しむために頑
張るみたいな、そういうモチベで乗り切ってますねー。
それに、仕事のための筋トレでもあるから。

 大林 　私も一緒ですけど、正直もう慣れた（笑）。仕
事も苦しいばっかりじゃないしね。ただもちろん楽
しくない瞬間もあって、それでも頑張ろうって思え
るのは何だろう、責任感って言うほど大したもんじ
ゃないけど、まあやる以上はちゃんとやらんといかんかな、という感じ。なん
か真面目になっちゃったけど。

――みなさん、お金のためだけの仕事じゃないということでしょうか。

 稲垣 　そうですね。お金稼ぐために働くっていうのは一応ベースにあります
けど、働く理由がそれだけっていう意識はあんまりないです。高校卒業して
からずっと鈴秀で働いてるんで他を知らないですけど、良くしてくれる同僚
や先輩上司たちがいるのが大きいと思う。感じ悪い人たちばかりだったら違
う未来も想像できたのかもしれません。

 河野 　僕はこの中で唯一の転職組ですけど、鈴秀の待遇めっちゃいいですよ。
前職ではサービス業をやってました。やりがいはありましたけど休みが少な
いし、給料も安かったです。っていうか、ボーナスもない。そんな職場に比べ
れば今は幸せですよ、給料面でも福利厚生面でも。僕はそれだけで仕事頑張
れますね。

――仕事の内容自体に着目するとどうでしょうか。

 池田 　僕は工業高校出身なので、もともと今やってるような仕事がしたいなー
っ、ていう気持ちで鈴秀に来たんです。だからまあ、天職というか何というか、
仕事楽しいですよ。僕の仕事では毎回毎回作ってる形が違うから、流れ作業
って感じじゃないところが良いですね。それに、うちの部署は考えることが
多い現場なので工夫ができるところはやりがいですね。

 稲垣 　そういう意味ではうちの部署はどちらかというと単純作業。機械で
材料引っ張るだけの仕事って言われたらそれまでだし、飽きやすいところは
あるかもしれない。でも逆に言えば体が動きを覚えちゃったら、頭には余裕
が出てくる。体は機械を動かしてるんですけど、頭では次の仕事のことを考
えてるみたいな。だから単純作業だけど、それだけじゃない。

 河野 　うちも工夫の必要がある仕事はたくさんありますね。切断は最終工
程なんですけど、長尺の製品をお客さんのオーダー通りの長さに切って出荷
する、っていう流れ。納期を守るために優先順位をつけるだけでなく、適合す

で仕事した方が絶対にいい仕事ができると思うし、もちろんその上で実績を
認められたらそれが一番いいと思う。ポジションは後から自ずとついてくる、
みたいな受け止め方です。ただ、入社当初から「女性初管理職」目指して頑張れ、
とは言われているから、それも一応視野にはあって。「鈴秀初」の実績を作って
みたいなっていうのはありますね。

 大林 　まだまだそこまで考えられていないんですけど、管理職を目指すなら
ば色々な経験をしておくべきだとは思います。客観的に見て、今の自分に管
理職の能力は全然足りてないと思ってる。具体的には人を動かす力、周り全
体を見る力。そんな力を身につけていきたい。

 稲垣 　それってまず工程掛に必要な能力では。

 大林 　自己評価ではそんなところなんです（笑）

――みなさんの前向きな姿勢を見習っていかねば、と感じております。やは
り出世したいと思うこと、そうやって自らを奮い立たせることは大事で
しょうか。

 池田 　僕は大事だと思いますけど、やる気に関わっ
てくるとこなので。あとは僕の場合、後々の自分を楽
にするために頑張ってるという面もあります。まあ多
分、結局楽はできないんでしょうけど（笑）。

 河野 　出世すること自体、僕はそんなに大事じゃな
いと思いますね。というのも人の考えを変えるのはそ
んなに簡単じゃないですから。あまり出世願望がない
人に無理強いするわけにもいかないというか。

 稲垣 　それは自分も分かる。そもそもやる気がすべ
てではないと思っていて。やる気がないからダメだ、っていうのもおかしな
話だと思うんですよ。だから人それぞれでいいんじゃないのかな？ふわっと
していて申し訳ないんですけど。

 浅見 　そうだね。やる気そのものっていうか、やる気の矛先がどこに向いて
るかが人によって違うと思うんですよね。やる気が「出世すること」に向いて
る人もいるし、「ものづくりを極めたい」人もいるし。だからこそ会社が成り立
つんだと思います。方向性がみんな一緒になる必要はない。

 大林 　同感です。この仕事は工程上やってもらわないといけない、という時
にやる気のあるなしはあまり関係ない。浅見さんの言葉で言えば、みんなの
やる気の矛先をそれぞれ適切な方向に向けることが大切だと思う。

 稲垣 　さっきは人それぞれでいいと言ったんですが、この論点だとどうだろ

る短尺製品の在庫から切断対象を選定する。全体を
見ながら色々な指示をしていかないといけないんで、
気が抜けない。もちろん楽しいところでもあります。

 大林 　私の仕事も単純と言えば単純。とはいえ膨大
な量の注文に合わせて、どのタイミングでどの素材を
入荷させ、どの機械にはめ込むかを考えなくちゃいけ
ないから、単純だけど簡単ではない。その上「現場の
やりやすさ」にも気を配る。様々な要素を考えて組み
立てる仕事なので、責任は感じます。でもこの辺りを
割と一任されてて、自己裁量でやれているから楽しい
よ。

 浅見 　私の場合、今の仕事に飽きるってことは無いねー。大学で金属の研究
してて、ものづくりに携わりたいと思った結果、この業界に来てるわけだし。
でも一生技術部で仕事したいかって言われると違う気もする。せっかくだか
らいろんな経験がしてみたい。他の部署にも興味ありますね。

――なるほど。鈴秀には海外を含めていろんな部署がありますが、部署異動
についてはみなさんどのようなイメージを持っていますか。

 池田 　三重工場内の違う場所で働いてみたいなって思っていた時期はあり
ますね。なんて言うんやろう、単純ですけどもっと大きな機械を触りたいっ
ていう（笑）。「僕１人でこのでっかい機械動かせるんやぞ」っていうのをちょ
っとやってみたい。

 稲垣 　製造部門であれば他の部署に行って、いろんなことを経験してみたい
と考えたことはあります。単純に楽しそうだからっていうのもありますし、
その中で自分の能力を試したい、高めたい、今と違うことをやってみたい、と
いう好奇心的な感じですかね。

 大林 　私は今の仕事に集中したいという気持ちの方が強いかな。もちろんや
れって言われたらやるよ。そういう構えの人がいてもいいでしょう（笑）

 河野 　僕は入社以来８年ほどずっと同じ工程なんですよ。他を知らないま
まリーダーになっちゃったんで、他の人と比べると足りない部分があるんじ
ゃないかと。だから他の部署も経験して製造全体の知識をつけたいなって思
うこともありますね。指示する立場で他の工程を知っておくことはやっぱり
大事だから。

 池田 　自分がしっかりリーダーやれているのか、っていう不安はありますよ
ね。リーダーなら後輩や部下とどう接するかっていうのも仕事の一部になる。
特に指示は難しいです。それと教育する機会も増えましたね。

――稲垣さん、池田さん、河野さんへお聞きします。答えづらいかも知れませ
んが、みなさんがリーダーに選ばれたのはどうしてだと思いますか。

 池田 　はっきりとは分かりませんけど、コミュニケーション能力でしょうか。
人とのつながりや話しやすさが求められるんじゃないかなと僕は思ってます。

 河野 　僕の場合はそもそも同じ部署にリーダー適任者が少なかったんだと
思います。入社当時、周囲の同僚は年上で、経験値の高い方ばかりでした。僕
と歳の近い人達はあまり自己主張するような人がいなかったんで、僕が選ば
れたのかなーって考えています。結果論ですけど、まあタイミングですね。

――稲垣さんは本社唯一の20代リーダーとして、その辺りどうですか？

 稲垣 　そうなんですか？

――あ、そうなんですよ。

 稲垣 　うーん。池田さんの話で行くと、自分の場合
教育が上手ってのは全然当てはまらないですね……。
後輩の教育をしてた時期もあったけど上手く行かな
かったし。だからそこで選ばれたわけじゃないって思
ってるんですけどね。強いて言えば責任を持って仕
事してたってところでしょうか、他の人がどうこうっ
て話じゃなくて。工程から指示されたことだけをこ
なしていれば仕事したことにはなるけど、そこでさら
に改善活動やQC、RAなんかに力を入れてきたのが評
価されたんだと思います。

――これからのキャリアについてどうお考えですか。

 浅見 　さっき別部署でいろいろ経験したいって言ったけど、それは今の私に
は業界の全体が見えてない感覚があるから。うちに納入される素材のことや、
出荷後のマーケットのことが分からない状態。そんな状態でずっと仕事して
いくのはイメージできません、窮屈な感じがする。もっと知識をつけた状態

う。自分は割と反対の意見で、組織として考えた時に、ベクトルは同じ方向を
向いていたほうが良いと思う。ただこれは理想の話で、実際同じ方向を向け
ているのかって言われたらそうじゃない。そもそもある一つの方向性をみん
なで共有する場ってあまりない気がする。

――ビジョンの共有が必要。

 稲垣 　はい。まあ会社単位となると話が大きくなりすぎるので、もっと小さ
な視点でいえば、自分の部署でもなかなかできていないような気がする。様々
な思いで仕事をするにしても、仕事の方向性は統一するにこしたことはない。
そこら辺が機能していないかも知れない。仕事をさっさと終わらせて帰る、
終わってない人を手伝ってあげる、どちらが良いっていうことを言ってるん
じゃなくて。

 河野 　自分の部署でいうと、なんとなくビジョンの
共有はできてるのかな。みんな自分のやるべきことを
自覚していて、まとまりはある印象です。今以上に新
人が馴染みやすい環境を作っていくのが今後の課題
ですね。

 池田 　稲垣さんの話を聞いて僕も今ビジョンの共有
のことを考えてたんですけど、今まであんまりそうい
う発想がなかった。でも確かに同じ方向を向いて仕事
に向かったほうがいいと僕も思います。うちの部署で
はみんな仲良くやってますけど、それだけじゃダメですね。

――最後に、鈴秀にどういう会社であってほしいとお考えですか。

 浅見 　会社としてもっと多様な武器があると、社員のみんながより安心して
働けるのかなとは思います。鉄鋼にこだわらず、なんかこう大きな柱となる
ような。

 大林 　なんとなく、今のままじゃダメなんだろうなという危機感みたいなも
のはあります。じゃあどうしていくべきか、と問われると即答はできないけど。
私たち若い世代がこれから考えて、挑戦していくべきところなんでしょう。

 稲垣 　共有されるべき情報が一部に留まることなく、関わる人たちに展開さ
れる会社。それとある程度はしょうがないとはいえ、個人に仕事量が偏るの
をなんとかしたい。

 河野 　現場の声が経営にも反映される会社ですかね。

 池田 　右に同じく。風通しのいいことが一番です。

浅見

大林

池田

河野

稲垣

32



54



76



8



9



10



11



1212




